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児童が自分の思いや考えを英語で伝え合うために
｜新学習指導要領移行期における6 年生での実践成果と課題｜
福原　史子※
How Can Elementary School Students Exchange Their Thoughts and Ideas in English?:
Achievements and Challenges of English Teaching to Sixth Graders
in the Transitional Period to the New Curriculum Guidelines
Fumiko Fukuhara
　The purposes of this study are to figure out achievements and challenges of English 
teaching in the transitional period to the new curriculum guidelines in elementary 
schools. In English, a compulsory subject for fifth and sixth grades, we should foster 
students’ basic abilities to exchange their thoughts and ideas. Through the year of 2018, 
one homeroom teacher and I conducted research lessons for 23 sixth graders once a 
week at the Notre Dame Seishin Elementary School. For research, I focused on three 
lessons using We can! 2, Unit 5, My Summer Vacation and other three lessons using 
Unit 7, My Best Memory. For the study, I collected and analyzed the following data; 1) 
reflections of the 23 sixth graders, 2) an interview with the homeroom teacher of the 
research class, 3) comments from 21 teachers observing the class, and 4) comments from 
62 university students observing it. As a result, I found that sixth graders could enjoy 
exchanging their own thoughts and ideas independently in English and feel a sense of 
achievement. The teachers and the university students recognized the importance of 
pupils exchanging their own ideas in the class. However, some of them showed a lack 
of confidence to leading the language activities and their English conversation skills. In 
addition, I found the challenges of dealing with unknown words and of encouraging them 
to express their own real thoughts, ideas and feelings within their limited vocabulary 
and a limited time.
Keywords: English Education in Elementary School, Transitional Period, Ability to Think
キーワード：小学校英語教育，移行期，思考力
※　本学人間生活学部児童学科
１．はじめに
　2020 年度から全面実施となる新小学校
学習指導要領（以下、新学習指導要領と略
す）においては、３年生から外国語活動
が始まり、5 年生からは外国語が教科とな
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世界と関わり、よりよい人生を送るか（学
びを人生や社会に生かそうとする「学びに
向かう力・人間性等」の涵養）」の三つの
柱が整理され、各教科等の目標や内容につ
いても、この三つの柱に基づく再整理が図
られている６）。
　5・6 年生では、外国語によるコミュニ
ケーションにおける見方・考え方を働かせ、
外国語による「聞くこと」「読むこと」「話
すこと」「書くこと」の言語活動を通して、
コミュニケーションを図る基礎となる資
質・能力の育成を目指す。新学習指導要領
解説（2017）によると、「外国語によるコミュ
ニケーションにおける見方・考え方」とは、
外国語によるコミュニケーションの中で、
どのような視点で物事を捉え、どのような
考え方で思考していくのかという、物事を
捉える視点や考え方であり、「外国語で表
現し伝え合うため、外国語やその背景にあ
る文化を、社会や世界、他者との関わりに
着目して捉え、コミュニケーションを行う
目的や場面、状況等に応じて、情報を整理
しながら考えなどを形成し、再構築するこ
と」であるという。「コミュニケーション
を行う目的や場面、状況等に応じて、情報
を整理しながら考えなどを形成し、再構築
すること」とは、多様な人々との対話の中
で、目的や場面、状況等に応じて、既習の
ものも含めて習得した概念（知識）を相互
に関連付けてより深く理解したり、情報を
精査して考えを形成したり、課題を見出し
て解決策を考えたり、身に付けた思考力を
発揮させたりすることである。外国語で表
現し伝え合うためには、適切な言語材料を
活用し、思考・判断して情報を整理すると
ともに、自分の考えなどを形成、再構築す
ることが重要であると述べている７）。
（２）新学習指導要領への移行
　文科省は、「平成 27 年文部科学省告示第
る。英語への動機付けを高めるため、「聞
くこと」「話すこと」を中心とした外国語
活動を通じて、言語や文化についての体験
的理解や、音声等への慣れ親しみ等を発達
段階に適した形で養った上で、5 年生から
は「読むこと」「書くこと」を加えた 4 技
能への積極的な態度の育成を含めたコミュ
ニケーション能力の基礎を養うこととな
る１）。2018 年度及び 2019 年度は移行期で、
文部科学省（以下文科省と略す）は、移行
期間用の共通教材として We can! 1・２を
全国の国公立及び私立の小学校に配布する
などして新学習指導要領の円滑な実施を目
指した取り組みを促している２） ３） ４）。
　一方で、創立当初より 50 年以上にわた
り独自のカリキュラムで英語教育に力を入
れてきたノートルダム清心女子大学附属小
学校５）においても、2020 年度からの新学
習指導要領全面実施に向けた英語教育の在
り方について、大幅な見直しプロジェクト
が進んでいる。筆者は 2017 年度から「児
童学科と小学校の相互交流による教育と研
究の活性化ワーキング・グループ」の一員
として、本校の英語教育に関わっている。
　そこで、本校の 6 年生に向けて We can! 
2 を用いた研究授業をし、実践の成果と課
題を明確にすることにより、外国語科の全
面実施に向けた指導上の示唆を得ることを
目的として本研究を遂行することとした。
２．小学校外国語科のねらい
（１）新学習指導要領における外国語科の
目標
　新学習指導要領においては、教育課程全
体を通して育成を目指す資質・能力につい
て「何を理解しているか、何ができるか（生
きて働く「知識・技能」の習得）」、「理解
していること・できることをどう使うか（未
知の状況にも対応できる「思考力・判断力・
表現力等」の育成）」、「どのように社会・
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　　　 [ 主語＋動詞＋補語〕では、be
動詞に限定
　　c　 [ 主語＋動詞＋目的語］のうち
　　　主語＋動詞＋名詞　代名詞　　 
　　　 [ 主語＋動詞＋目的語〕では、目
的語を名詞と代名詞に限定
表 2　移行措置で必ず扱う事項
（3）①言語活動に関する事項
イ　読むこと
（ア） 活字体で書かれた文字を見て、ど
の文字であるかやその文字が大文
字であるか小文字であるかを識別
する活動。
（イ） 活字体で書かれた文字を見て、そ
の読み方を適切に発音する活動。
（ウ） 日常生活に関する身近で簡単な事
柄を内容とする掲示やパンフレッ
トなどから、自分が必要とする情
報を得る活動。
（エ） 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な
語句や基本的な表現を、絵本等の
中から識別する活動。
オ　書くこと
（ア） 文字の読み方が発音されるのを聞
いて、活字体の大文字、小文字を
書く活動。
（イ） 相手に伝えるなどの目的を持って、
身近で簡単な事柄について、音声
で十分に慣れ親しんだ簡単な語句
を書き写す活動。
（ウ） 相手に伝えるなどの目的を持って、
語と語の区切りに注意して身近で
簡単な事柄について、音声で十分
に慣れ親しんだ基本的な表現を書
き写す活動。
（エ） 相手に伝えるなどの目的を持って、
名前や年齢、趣味、好き嫌いなど、
自分に関する簡単な事柄について、
音声で十分に慣れ親しんだ簡単な
語句や基本的な表現を用いた例の
中から言葉を選んで書く活動。
（３）言語活動を通した指導
　上述の通り、移行期間に必ず指導する事
93 号」（2017）において、2018 年 4 月 1 日
から 2020 年 3 月 31 日までの間における小
学校学習指導要領（平成 20 年文部科学省
告示第 27 号）の特例を定め 2018 年 4 月 1
日から施行すると述べている。この特例と
して、「現行小学校学習指導要領第４章に規
定する事項に，新小学校学習指導要領第２
章第 10 節第２の全部又は一部を加えて指導
するものとし，新小学校学習指導要領第２
章第 10 節第２の英語２〔第５学年及び第６
学年〕のうち，〔知識及び技能〕（1）ア，イ（ア），
エ（ア）e 及び f，エ（イ）並びに（3）①イ及
びオに規定する事項は必ず指導するものと
する」とある。これらの必ず指導するもの
を表にしたものが表 1 及び表 2 である。大
文字・小文字の識別をしたり、単語や文章
を書き写したり、代名詞、動名詞、過去形
等の基本的な文や文構造を扱うこととなる。
表 1　移行措置で必ず扱う事項
（1）英語の特徴やきまりに関する事項
ア　音声
　次に示す事項のうち基本的な語や句、
文について取り扱うこと。
（ア）現代の標準的な発音
（イ）語と語の連結による音の変化
（ウ）語や句、文における基本的な強勢
（エ）文における基本的なイントネーション
（オ）文における基本的な区切り
イ　文字及び符号
（ア）活字体の大文字、小文字
エ　文及び文構造
（ア）e　 代名詞のうち、I, you, he, she な
どの基本的なものを含むもの。
　　  f　 動名詞や過去形のうち，活用頻度
の高い基本的なものを含むもの。
エ　文及び文構造
（イ）文構造
　　a　[ 主語＋動詞〕
　　b　 [ 主語＋動詞＋補語〕のうち、
　　　 名詞　主語＋be 動詞＋代名詞  形
容詞
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要があるということである。ゲームをした
りチャンツを言ったりすることは考えられ
るが、それだけで授業が終わってはならな
いことが強調されている 10）。
　5・6 年生での言語活動として、1）既習
表現を繰り返し使用できるようにして定着
を図ること、2）対話を続けるための基本
的な表現の定着を図ること、の 2 点を目的
として注目されている活動が Small Talk
である。6 年生では、身近な話題について、
主に児童同士がやり取りする Small Talk
が位置付けられている。新学習指導要領に
基づく外国語科の指導では、言語材料の定
着にも重点が置かれているため、現在学習
中の単元または当該単元以前の学習による
言語材料を繰り返し使用できる機会を保障
し、言語材料の一層の定着を目指すことが
求められる。
　また、「話すこと」によるコミュニケー
ションを行う際に、相手の話した言葉を繰
り返して話し手が伝えたい内容を確かめた
り、相手の話したことに何らかの反応を示
したりすることで対話は続くことから、対
話を続けるための基本的な表現の定着を図
る指導をすることが求められる。研修ガイ
ドブックによると、Small Talkを行う際は、
誰かになりきって話したり、役を演じて疑
似的な対話をしたりするのではなく、指導
者や児童が自分自身に関する本当の出来事
や気持ちなどについてやり取りする。その
ような表現内容の授業を楽しむ中で、児童
が既習表現を想起できるような指導・援助
を行い、既習表現や対話を続けるための基
本的な表現の定着を図ることが重要である
と述べてある 11）。
（４）言語活動に関する先行研究
　東（2017）は、これまでの小学校外国語
活動では、理解できたインプットを内在化
させるプロセスが少ない印象があると述べ
項として「文及び文構造」や「読むこと」「書
くこと」等が示された。しかし、新学習指
導要領解説（2017）によると、外国語学習
においては、語彙や文法等の個別の知識が
どれだけ身に付いたかに主眼が置かれるの
ではない。児童生徒の学びの過程全体を通
じて、知識・技能が、実際のコミュニケー
ションにおいて活用され、思考・判断・表
現することを繰り返すことを通じて獲得さ
れ、学習内容の理解が深まるなど、資質・
能力が相互に関係し合いながら育成される
ことが必要と述べられている。また、言語
活動を行う際は、単に繰り返し活動を行う
のではなく、児童が言語活動の目的や言語
の使用場面を意識して行うことができるよ
う、具体的な課題等を設定し、その目的を
達成するために、必要な言語材料を取捨選
択して活用できるようにすることが必要で
あると述べられている８）。
　『小学校外国語活動・外国語研修ガイド
ブック』（2017、以下研修ガイドブックと
略す）には、英語を用いず、日本語だけで
情報を整理しながら考えなどを形成する活
動は、言語活動とは言い難いと述べられて
いる。一方で、英語を用いているが、考え
や気持ちを伝え合うという要素がない活動
も言語活動であるとは言い難いとも述べて
ある。発音や歌、英語の文字を機械的に書
く活動は、言語活動ではなく、練習である。
練習は、言語活動を成立させるために重要
であるが、練習だけで終わることのないよ
うに留意する必要がある９）。
　この点について、直山（2019）は、決し
て言語材料について理解したり練習したり
することを否定しているのではなく、むし
ろこれらは、言語活動を成立させるために、
欠かせないものであることを理解しておく
ことが大切であると述べている。要するに、
毎回の授業で子供たちが自分の考えや気持
ちを伝え合う場面や活動なりを設定する必
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ている。目標言語を使う発展活動は、児童
の日常生活に基づいたリアルな設定であ
り、児童が興味・関心を持って目標言語を
使ってみたいと思うような意味のある活動
を考案したいと言う 12）。
　また、粕谷（2018）は、「今、ここ」で
言葉が生きて使われる場を作ることを求め
ている。日本語ほど自信満々には話せない
けれど、「わかってもらえた！」と感じた
りする経験を通じて、本当の楽しさに気付
かせる授業を提案している 13）。
　2018 年度に We can! 1・2 が配布されて
からは、これらの教材を用いて、自分の思
いや考えを伝え合う本物のやり取りをね
らった授業実践研究がなされている。阿部
（2019）による 5 年生での Unit 2, When is 
your birthday? の指導では、十分な音声
への慣れ親しみから読む・書く活動に段階
的に進み、最後にそれらを統合した形で言
語活動を行う単元を構成している。その中
で互いの思いをやり取りする楽しさと互い
の良さに気付き合う喜びを味わえたと評価
している。その際、本物の思いを引き出す
ために大切なことは、まずは子どもたちの
実態、楽しさを感じる場面や伝え合う必要
性、対話の意欲が湧く話題などを把握し児
童に寄り添うことだと述べている 14）。
　米村（2019）はゲームやクイズのような
活動的な楽しさだけではなく、自分の本当
の考えや気持ちをやり取りしながら会話で
きるような授業を目指し、友達との対話を
通して表現する内容や方法を思考し、他者
に配慮しながら伝える深い学びができるよ
う工夫している。ただ、英語を使った活動
は難しく、抵抗感を感じるものも少なくな
いと述べている。そのため教師と子どもと
の対話の中で手本を示す「モデリング」や、
上手に会話できていた子どもの良きモデル
を共有する「シェアリング」を取り入れた
指導を、We can! 2, Unit 3・6 を基にした
オリジナル単元を編成し実践している。そ
の結果、児童が本当に伝えたい考えや気持
ちをやり取りする言語活動を充実させるこ
とで、主体的に課題と向き合えたと述べて
いる 15）。
　これらの先行研究より、自分の思いや考
えを英語で伝え合う言語活動では、思考し
判断し表現する必然性が生じ、主体的な学
習へとつながる意義があると言える。しか
しながら、このような新しい学習観に立っ
た言語活動の指導に当たっては、困難な課
題もあるのではないか。そこで、実践研究
を通して本物の言語活動をする上での課題
を明確にしていきたいと考える。 
３．移行期における本学附属小学校の英語
教育
　文科省（2018）の移行期間中の授業時
数調査によると、6 年生で全国の公立小学
校 19,333 校のうち 2018 年度は 28％の小
学校が全面実施同様の 70 単位時間以上を
実施し、63％の小学校が 50 単位時間（移
行措置分）のみを実施すると回答してい
る。2019 年度は 42％が 70 時間以上、48％
が 50 時間を実施すると回答している。71
時間以上を実施する予定の公立小学校は、
2018 年度に 1％の 281 校、2019 年度は１％
の 275 校となっている 16）。
　これに対して、私立のカトリックの小学
校である本校は、1 年生から週 2 時間、3
年生以上は週 3 時間の英語科の授業を行っ
ている。年間授業数の 30％に当たる授業
（算数・理科・英語）を外国人講師から英
語で学ぶ国際コースもある。
　英語専科教員やネイティブ教員による指
導で充実が図られてきたが、先述した新学
習指導要領に沿った資質・能力の三つの柱
に沿った「主体的、対話的で深い学び」を
創造しているかという点、及び文科省が強
調する教員の養成・採用・研修の一体的な
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４．研究方法
（１）対象
　本学附属小学校の 2018 年度 6 年生 2 学
級（62 名）のうち 1 学級において、国際コー
スの児童を除く 23 名を対象に、学級担任
である中尾恵理子教諭と筆者とのティー
ム・ティーチングによる英語科の授業を実
施し、その中で得たデータをもとに考察し
た。加えて、担任や、同クラスを校内研修
の一環として観察した本校職員 21 名、及
び授業観察をした児童学科 3 年生 62 名か
らのコメントも分析の対象とした。
（２）期間
　Unit 5, My Summer Vacation について
は 2018 年 9 月 7 日、14 日、21 日、Unit 7, 
My Best Memory については 11 月 30 日、
12 月 7 日、14 日、それぞれ金曜日の２校
時間目に 45 分間の授業を実施した。9 月 7
日の授業については、「外国語活動教育法」
の集中講義の中で、学生（62 名）が授業
観察をした。
（３）方法
　以下のデータを基に量的及び質的分析を
行った。
　1）　 児童による振り返り
　2）　 児童の行動観察に基づく学級担任へ
のインタビュー
　3）　 校内研修参加教員 21 名による振り
返り
　4）　 研究授業を参観した「外国語活動教
育法」履修学生 62 名の観察レポ トー
　尚、本研究に関する資料及び画像につい
ては、ノートルダム清心女子大学附属小学
校服部和也校長と中尾教諭の合意のもと、
当校からのデータの提供を得て実施した。
「振り返りカード」及び観察記録のデータ
はコード化し、個人情報保護に配慮し管理
改善という点について、検討が求められて
いる。つまり、専科教員やネイティブ教員
に恵まれているがために、これまであまり
英語教育に関わってこなかった学級担任の
役割について見直す時期が訪れたというこ
とでもある。新学習指導要領の目指す教育
の質的転換のためには、児童の実態を最も
よく知る学級担任の参画が欠かせないから
である。
　また、本校は大学附属小学校という特色
から、毎年本学児童学科の教育実習生を受
け入れている。小学校教員免許状の取得を
目指す全ての学生が 2 週間または 4 週間の
教育実習を本校で行うのである。近年の教
員採用実績から多くの卒業生が岡山県内の
公立小学校で教諭として勤務することを考
慮した場合、学級担任として英語教育に関
わるモデルを教育実習期間中に観ることは
たいへん重要である。本校に勤務する教員
にとっても、また児童にとっても、担任が
英語教育に関わることで他教科や児童の生
活と連携した必然性のある目的や場面、状
況を設定した言語活動ができる利点がある
のではないか。そのために教員研修をする
こともまた、各教員の新学習指導要領の趣
旨の理解と実践力の向上にとって有意義だ
と考える。
　 本 校 の 6 年 生 は、 英 語 を 週 3 時 間 実
施している。2018 年度は 2 時間を教材
Everybody Up 3（Oxford）等を用いて英
語専科教員とネイティブ教員による授業を
行い、もう 1 時間を文科省配布の移行期間
用の補助教材 We can! 2 を用いて、担任
と ALT によるティーム・ティーチングを
行うこととした。この 6 年生の 1 クラスに
おいて筆者は ALT（T2）として担任教諭
（T1）と共に週 1 時間英語科の授業実践を
した。授業に当たっては、毎週火曜日 16
時半より、30 分から 1 時間の打ち合わせ
の時間を確保した。
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て簡単な語句や基本的な表現を推測
しながら読んだり、例を参考に語順
を意識しながら書いたりする。（思考
力・判断力・表現力等）
　3） 他者に配慮しながら、夏休みの思い
出について伝え合おうとする。（主体
的に学習に取り組む態度）
　単元構成については表３の通りである。
尚、文科省の示す先行実施（70 時間）の
ための年間指導計画では、本単元は 8 時間
の計画である。しかしながら、移行期間で
あることと、本校独自の英語カリキュラム
の兼ね合いから、3 時間で実施した。
表３　Unit5,MySummerVacation単元構成
第 1 時
夏休みに行った場所や感想を聞い
たり言ったり、書き写したりする。
第 2 時
夏休みに楽しんだこと、食べた物、
感想などを聞いたり言ったり、書
き写したりする。
第 3 時
伝え合う相手を意識して、夏休み
に行ったことや楽しかったこと、食
べた物やその感想を伝え合う。
　巻末資料として掲載の Unit 5 の第 1 時
本時案に示す通り、毎回の授業の流れは、
“Warm Up”“Song”“Small Talk”“Aim”
“Practice”“Activity”“Reflection”を基本と
して、児童が見通しをもって活動ができる
ようにしている。写真１は授業の様子で、
児童が Small Talk のモデルを示していると
ころである。
写真１　6 年生の英語授業
している。また、児童の画像についても、
当校を通じて肖像権に関する保護者の同意
を得たもののみを使用している。
５．授業の概要
（１）教材
　We can! 2 の中から、中学校との接続の
観点から必ず取り扱うことしてあげられて
いる、「②文及び文構造の一部」の動名詞
と過去形を取り扱う Unit 5 と Unit 7 を研
究対象として選択した。Unit 5 は児童が
初めて動詞の過去形と出会う単元であり、
夏休み明けの学校で夏休み中に会えなかっ
た友達がそれぞれ「夏休みにどこに行き、
何を楽しみ、何を食べ、どう感じたのか」
を聞き合う必然性のある状況や目的が設定
されている。Unit 7 は Unit 5 で学んだ過
去形を使いながら小学校での 6 年間を振り
返って、一番の思い出を伝え合う単元であ
る。6 年生の 12 月という時期に適合した
必然性のある場面設定がなされている。動
詞の過去形及び動名詞を用いた表現の習得
の観点から、この二つを選択した。
　加えて、移行期に必ず押さえるべき「読
むこと及び書くことの言語活動の一部」「相
手に伝えるなどの目的を持って音声で十分
に慣れ親しんだ簡単な語句を書き写す活動」
や「簡単な語句や基本的な表現を用いた例
の中から言葉を選んで書く活動」も、必然
性を考えながら活動の中に組み入れた。
（２）単元構成と授業
　Unit 5, My Summer Vacation の単元目
標は次の通り設定した。
　1） 夏休みに行った場所や食べ物、楽し
んだこと、感想などを聞いたり言っ
たりすることができる。（知識・技能）
　2） 夏休みに行った場所や食べた物、楽
しんだこと、感想などについて伝え
合う。また、夏休みの思い出につい
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表４　Unit7,MyBestMemory単元構成
第 1 時
いろいろな学校行事を英語で言え
るようになる。
第 2 時 好きな行事や思い出を伝え合う。
第 3 時
他者を意識して好きな行事や思い
出を書く。
　Unit 5 と同様の流れで、T1 と T2 のデ
モンストレーションを次の通りに実施し、
単元のゴールを意識できるようにした。
T1: Hello.
　T2: Hello. What is your best memory 
from your school life?
　T1: My best memory is my music 
festival.
T2: Music festival. 
　T1: I enjoyed singing and playing the 
recorder.
　T2: You enjoyed singing and playing 
the recorder. How was it?
　T1: It was nice. How about you? 
　　 What is your best memory from 
your school life?
　T2: My best memory is my English 
lessons with you.（担任や児童を指
しながら）
T1: English lessons. Me, too. 
T2: It was fantastic.
T1: I think so, too.
　T2: What is your best memory，music 
festival or English lessons? （様子を
見ながら児童に尋ねる）
（３）児童の振り返り
　それぞれの授業の最後に、表５及び表６
の項目で児童の振り返りを促した。項目の
作成に当たっては、菅他（2018）の評価プ
ランを参考にした 17）。項目 1 は児童が主
体的に活動できたかどうかを問うもので、
項目２及び３は「やり取り」の際に重視し
　1 時目では、T1 と T2 で本単元のゴー
ルとなるデモンストレーション（Small 
Talk）をすることにより、「このようなや
り取りをしたい」とゴールを持つことがで
きるようにした。
T1: Hello.
　T2:  Hello. What did you do in the 
summer?
T1: I went to the sea.（絵を示しながら）
T2: Oh, you went to the sea.
T1: I enjoyed swimming. It was fun.
T2: You enjoyed swimming. Wonderful. 
　T1: How about you? What did you do 
in the summer?
　T2: I went to the mountain. I enjoyed 
camping.
T1: Camping?
　T2: Yes. I enjoyed camping.　（絵を示
しながら）It was cold. It was cold 
because of rain. How about you, ◯
◯？ Did you go to the sea?
　　（様子を見ながら児童に尋ねる）
　Unit 7, My Best Memory の単元目標は
次の通り設定した。
　1） 学校行事について、聞いたり言った
りすることができる。（知識・技能）
　2） 学校行事について伝え合ったり、例
を参考に語順を意識しながら書いた
りする。（思考力・判断力・表現力等）
　3） 他者に配慮しながら、思い出の学校
行事について伝え合おうとする。（主
体的に学習に取り組む態度）
　単元構成については表４の通りである。
尚、文科省の示す先行実施 70 時間のため
の年間指導計画では、本単元もまた 8 時間
の計画である。しかしながら、移行期間で
あることと、本校の英語カリキュラムの兼
ね合いから、Unit 5 と同じく 3 時間で実施
した。
57
表６　Unit7,MyBestMemory
振り返りシートの項目
1 回目： いろいろな学校行事を英語で言える
ようになろう
　1　自ら進んで活動しましたか。
　2　 はっきりした声でリピ トーしたりリアク
ションをしたりできましたか。
　3　 相手の方を見て話したり、聞いたりで
きましたか。
　4　 学校行事を英語で言うことができまし
たか。
◎ 今日の活動の感想（会話の楽しさや友達の
よいところ、新しい発見など）を書きましょう。
2 回目：好きな行事、思い出を伝え合おう
1〜３　※ 1 回目の振り返り項目と同様
　4　 好きな行事と思い出を伝え合うことがで
きましたか。
◎ 今日の活動の感想（会話の楽しさや友達の
よいところ、新しい発見など）を書きましょう。
3 回目：好きな行事、思い出を書いてみよう
1 〜３　※ 1 回目の振り返り項目と同様
　4　 好きな行事と思い出を書くことが英語
でできましたか。
◎ 今日の活動の感想（会話の楽しさや友達の
よいところ、新しい発見など）を書きましょう。
６．結果と考察
（１）振り返りシートの分析より
　図１は、Unit 5 の 3 回分と Unit 7 の 3
回分の振り返りシートの結果について、4
項目ごとの内訳をまとめたものである。ま
た、図２はそれぞれの項目ごとの平均値を
折れ線グラフに示したものである。
　項目 1 の「自ら進んで活動しましたか」
について、Unit 5 では 1・２回目、Unit 7
では 1 回目の達成度が低い。しかしなが
ら、どちらの Unit においても、3 回目の
達成度上がっている。それぞれの Unit 毎
に paired の T 検定を行ったところ、いず
れの Unit でも、1 回目と 3 回目に有意な
差（Unit 5: p ＜ 0.05,  Unit 7: p ＜ 0.01）
ている「対話を続けるための基本的な表現
の定着」や「コミュニケーションのポイン
ト」について尋ねるものである。項目４は
各時間の「めあて」が達成できたかを問う
ものである。1 〜 3 の項目については、毎
回同じ問い方をしており、項目４について
のみ、その時間の「めあて」に対応した異
なる質問となっている。1 〜 4 の各項目に
ついては 3 段階で児童が自己評価したもの
を「よくできた（3 点）」「ふつう（2 点）」「あ
まりできなかった（1 点）」で点数化した。
終わりに「今日の活動の感想」として会話
の楽しさや友達のよいところ、新しい発見
等についての自由記述を求めた。
表５　Unit5,MySummerVacation
振り返りシートの項目
1 回目： 夏休みに行った場所や感想を伝え合
おう
　1　自ら進んで活動しましたか。
　2　 はっきりした声でリピ トーしたりリアク
ションをしたりできましたか。
　3　 相手の方を見て話したり、聞いたりで
きましたか。
　4　 夏休みに行った場所や感想を聞いたり
言ったり書き写したりすることができま
したか。
◎ 今日の活動の感想（会話の楽しさや友達の
よいところ、新しい発見など）を書きましょう。
2 回目：夏休みについて聞き合おう
1 〜３　※ 1 回目の振り返り項目と同様
　4　 夏休みに楽しんだこと、食べた物、感
想などを聞いたり言ったり、書き写し
たりすることができましたか。
◎ 今日の活動の感想（会話の楽しさや友達の
よいところ、新しい発見など）を書きましょう。
3 回目： 夏休みに行ったことや楽しかったこ
と食べた物やその感想を伝え合おう
1 〜３　※ 1 回目の振り返り項目と同様
　4　 伝え合う相手を意識して夏休みの思い
出を伝え合うことができましたか。
◎ 今日の活動の感想（会話の楽しさや友達の
よいところ、新しい発見など）を書きましょう。
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い児童がいるという実態を十分に踏まえて
いなかったことがあげられる。また、学生
62 名が一度に授業観察をしていた点も影
響していると考える。初めて過去形につい
て言語活動を通して学ぶという点で、言語
面や内容面での配慮や学びの環境に関する
配慮が必要であった。
　項目３の「相手の方を見て話したり聞い
たりできましたか」の問いに対しては、い
ずれの回も達成度が高いことから、4 月当
初から繰り返し指導したことで児童が意識
してやり取りを行うようになっており、成
果であると考える。ただ、その一方で、達
成できていない児童も見られる。この点は、
個人の性格に由来するところもあるので、
個に応じた指導が求められる。
　項目４のそれぞれの単元ごとのねらいに
ついては、全ての回において高い水準にあ
り、達成できていると言える。
　毎回の振り返りの最後に「会話の楽しさ
や友達のよいところ、新しい発見」等につ
いて一言感想を書くように求めたところ、
が認められた。
　同様に、項目２の「はっきりした声でリ
ピートできましたか」の問いに関しても、
Unit 5 の 1 回目の達成度が最も低く、3 回
目は有意に高くなっている（ p ＜ 0.01）。
このことは、初回から、インプットに留ま
らず自分自身の夏休みについて話すアウト
プットまで求め過ぎたことによる。2 学期
が始まって最初の英語の授業において、「夏
休み」を題材とする時宜にかなった題材で
あることを強調するあまり、夏休み中に英
語にしっかり触れる児童と全く触れていな
図１　児童の振り返りシートの結果
図２　振り返りシートの項目ごとの平均
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表 7 から表 10 のような感想があった。
表７　Unit5　児童 A のコメントより
表 8　Unit5　児童 B のコメントより
表９　Unit7　児童 C のコメントより
表 10　Unit7　児童 D のコメントより
　児童のコメントからは、自分のできたこ
と、できなかったこと、今後できるように
なりたいこと等について、自身でよく認識
していることが窺える。また、身近な表現
について「これ英語で何と言うの？」とい
う問いも多く持っていることがわかる。こ
の点は主体的な学びにつながる成果であ
る。その他の児童のコメントを Unit ごと
にまとめたものが表 11・12 である。新し
い英語を知ることを楽しみにしている一方
で、思いを表す表現やリアクション、書く
ことに難しさを感じている児童が多いこと
が窺え、手立てを考える必要が示唆される。
表 11　Unit5　児童のコメントのまとめ
分かったこと・楽しかったこと〈言語面〉
・ かき氷は shaved ice て言うんだ。
・ 教科書にない言葉を使うことが
できた。
・ また新しい言葉を覚えたぞ！
〈内容面〉
・ 周りのいろいろな人と伝え合う
ことができました。
・ とても楽しかったです。みんな
スゴクおもしろかったです。
・ みんないろいろな所に行ってい
て、その楽しさが伝わった。
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・ 歩いて回って、どんなことが楽
しかったのかをちゃんと聞くこ
とができた。
〈向上心・主体性・その他〉
・ もっといろいろなことが話した
いです。
困
　　　
難
　　　
点
〈言語面〉
・ 難しくてほとんど英語で言えな
かった
・ 書くのが難しかった
・ best memory を書けた。書き取
りが難しかった
・「買い物」のスペルは？
〈対話の続け方〉
・ 相手を見て言えることはあまり
言えませんでした。
（２）学級担任へのインタビューより
　ティーム・ティーチングによる授業を共
にした学級担任の中尾教諭にインタビュー
を実施した。表 13 に示す通り、自分の思
いや気持ちを伝え合う授業を行った成果と
して、自分の言いたいことを言うことは児
童の意欲につながること、そのための流れ
が分かった点があげられる。
　一方でいくつかの課題も見つかった。自
分の思いや考えを伝えるために、言いたい
ことには限りがなく、言えば言うほど言い
たいことが増えてくる。その思いを満足す
るまで表現するためには時間が必要であ
る。加えて、小学生の言語力では、言いた
いことと言えることのギャップが大きく、
そこをどう埋めていくのか、授業以外で英
語学習をしている英語の得意な児童が辞書
になっている実態も窺え、折り合いの付け
方が課題となった。児童の「これ何て言う
の」という素朴な疑問に応え、児童の思考
の流れに沿ってテンポよく授業を進めるだ
けの英語力も身に付けたいとのことであっ
た。さらに、担任ならではの意見として、
夏休みに誰と何をしたかを聞くことについ
分かったこと・楽しかったこと〈対話の続け方〉
・ ●●君が私の言ったことについ
てしっかりと反応してくれたの
でうれしかったです。私もリア
クションができてよかったです。
・ 会話したら英語力が高くなるし、
友達のことがよくわかる。
〈向上心・主体性・その他〉
・ もっと英語が上手になりたい。
・ 友達に質問することができるよ
うにしたいです。
困
　　　
難
　　　
点
〈言語面〉
・ 自分の行ったところがうまく表
現できなかった。
・ おじいちゃんとおばあちゃんの
お家へ行った。
・ からあげ　・大仏
・ 鳥取の書き方
〈対話の続け方〉
・ 難しい質問に英語でこたえるこ
とができてよかった。意外とリ
アクションが難しかった
表 12　Unit7　児童のコメントのまとめ
分かったこと・楽しかったこと
〈言語面〉
・ 学校行事のことを英語に変えて
みて英語で言うことができた。
・ 辞書を使 て「卒業」や「ミー
ト meet」を調べた。
・「6 年生を送る会」のことを 6th 
Grade farewell party て言うんだ。
・ Sports day て体育の日じゃない
の？
・ もっといろいろな行事を英語で
言いたい。
・ 書くのは難しかったけど、とて
も楽しかった
〈内容面〉
・ 思い出等をたくさん伝えること
ができ楽しかった。
〈対話の続け方〉
・ 発音よく、そしてはっきりとし
た声で、行事や思い出を伝える
ことができた。
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る授業を取り入れるということで、教員の
関心は T1 の役割や授業の流れについて高
いことが分かった。本校では、新学習指導
要領に示す、中学年 35 時間、高学年 70 時
間の時数を越えて英語の授業をしているこ
とから、他の教材を使った授業とのつなが
りや学年ごとの積み重ねについて明確にす
る必要があることも分かった。本校の実態
にあったカリキュラム作成が喫緊の課題で
あることが明確になった。
（４）学生の授業観察レポートより
　夏季休業中の「外国語活動教育法」の集
中講義の日と、本学附属小学校にて 6 年生
の英語科の授業を実施する日が重なったた
め、絶好の機会と捉え、履修生 62 名に授
て、海外に頻繁に出かける家庭もあれば、
そうでない家庭もあること、6 年生なので、
中学受験のために毎日塾に通っていた児童
もあることから、配慮が必要なデリケート
な話題であることもまた示唆された。
（３）校内研修参加教員のコメントより
　同じく表 13 に示すコメントより、これ
までの、教材を教えることが中心だった授
業から、児童の「本当の思いや考えを伝え
る」授業への質的転換には、学級担任の参
画が欠かせないことは共有できており、そ
のために自らどのように関わればよいかを
模索しているコメントが多く見られた。英
語の専科教員及びネイティブ教員が担って
いた英語教育に学級担任が T1 として関わ
表 13　学級担任へのインタビュー及び校内研修参加教員のコメント
担任へのインタビューより 校内研修参加教員のコメントより
成
　
果
・ 自分の言いたいことが言えることは意
欲につながる。
・ 分からないから聞いたり調べたりする。
・ 積み上げの実感がある。
・ 見て聞いて「へえ〜」と思うだけなら
学校でなくてもいい。小学校では、下
手でも言うことが大切。その雰囲気が
できてきた。
・ 流れが分かってきた。
・ 本当の思いや考えをペアで聞くことで
クラスの人間関係作りにもつながる。
・ 和やかなムード、話しやすい雰囲気は
普段の経営の表れ。
・ 板書が見やすく、授業の流れが分かり
やすい
・ 流れが分かってきた。
・ 事前打ち合わせの重要性を実感。
課
　
題
〈言語面〉
・ 言いたいことと言えることのギャップ。
・「わかる子」頼みになる。英語の得意な
子が辞書になっている。
・ 自分自身の課題として、テンポよく授
業を進める英語力がほしい。
〈内容面〉
・ 本当は言いたいけれど「逃げ」て、無
難な表現にしておく児童がいる。
・ デリケートな話題（夏休みにどこに行っ
たとか、家族のこと等）もある。
〈授業の流れ・指導〉
・ 時間が足りない。
・ 言いたいことにキリがない（時間不足）。
・ ロイロノート（ICT）の記録の残し方。
〈言語面〉
・ 授業者の日本語使用がどこまで許されるか。
〈授業の流れ・指導〉
・ T1 の役割は？まだよくわからない。
・ 英語の授業を担任が T1 ですることに不
安がある。授業の流れや活動等が知り
たい。
・ 6 年生（もしくは 5 年生）で自分の伝え
たいことをある程度自由に相手に話せ
る力を身に付けられるように、1 〜 5 年
でどのような学習が必要かを知りたい。
〈教材〉
・ We Can! と他の教材との関連や既習事
項のつながりを明確にする必要がある。
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のではなく、また楽しいゲームのみをする
授業でもない、「自分の思いや考えを伝え
る」流れを意識できたのではないかと考
える。そのためには、難しい英語ではな
く、シンプルな英語を使う重要性に気付い
ている記述がみられた。特に、学級担任と
ALT とのデモンストレーションや、やり
取りの機会を多くもつ授業について驚きを
業観察をさせて頂くこととなった。Unit 5
の第 1 時を参観した後のレポートの結果は
表 14 の通りである（ただし、本論文では「分
かったこと」や「疑問」及び「課題」につ
いての顕著な記述例を抜粋するに留まって
おり、詳細な分析については別稿にて示す
予定である）。
　学生は授業参観によって、教材を教える
表 14　学生の授業観察レポート（抜粋）
分かったこと
〈言語面〉
・ シンプルな英語で話すことが大切。
〈内容面〉
・ 自分の思いや考えを伝えることの意味。
・ 言いたい表現が英語で分かった時のワクワク感がいい。
〈対話の続け方〉
・ 繰り返すと、聞いてもらっているという実感がある。
・ひと言感想があると話が盛り上がる。
〈授業の流れ・指導に関すること〉
・ 自分の本当の思いや考えを伝え合う授業の流れがわかった。
・ 教師がデモンストレーションしたり、児童が対話をしたりする会話が多い授業。
〈学級経営・雰囲気〉
・ 伝えたい気持ちを大切にしている。　・教師が笑顔で楽しい雰囲気作りが重要。
・ 教師が会話を楽しむ。
疑
　
問
〈言語面〉
・児童は教師が話す英語を全てわかっているのか？　・日本語に直さなくてもよいのか？
・ 絵やキーワードだけでなく、文章も板書した方がよいのでは？
・ ワークシートを始めに配らずに、終わりに配った意図は？
・ ワークシ トーに書いてから会話をするのと、話してから最後に書くのとはどう違うのか？
・ I went to 〜 . と言うべきところを I go to 〜 . と言っていたのに教師は訂正せず、Oh, 
you went to 〜 . とさりげなく言っていた。それでよいのか？児童が理解できるのか？
・ 文法や時制はどこまで指導するのか　　・役割分担はどうすればよいか。
学生自身の課題
〈言語面〉
・ 自分自身の英語力のなさが心配。　・英語で伝わるように話す自信がない。
・ 英語での指示（Classroom English) が難しい。　・つなぎやリアクションが難しい。
・ 児童に「○○は英語でどう言うの」と尋ねられても分からない。
〈内容面・対話の続け方〉
・ 夏休みの思い出など、伝えたいことがたくさんあって、つい日本語を使ってしまう児
童への対応。
・ ペア・ワークを促す方法。ペアで話せていない時の声かけが難しい。
〈授業の流れ・指導に関すること〉
・ 個人差への対応が難しい。
・ いきいきと喜んで話す児童と、「英語が分からない」「恥ずかしくて言えない」児童が
いて、その対応が難しい。　・苦手意識のある児童への声かけ。
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ないこととのギャップに悩みながら、時間
的な制約とも折り合いをつけて学んでいく
ことが求められる。そのためには、インプッ
トを豊富に与え、児童が気付き理解するま
でアウトプットを急がせないことを意識し
なければならない。
　児童の実態をよく知る学級担任として
は、デモンストレーションが楽しくできる
ように努め、会話のモデルとともに一生懸
命に話そうとする学習者としてのモデルを
示すことが必要である。言語のみではなく、
絵やジェスチャーやコミュニケーション方
略を用いながら、内容を児童に伝えていき
たい。そしてデモンストレーションの最後
には、意図的に児童を選んで英語で問いか
けたい。
　教員からも学生からも疑問の多かった
「日本語使用」については、「英語が苦手だ
から日本語で話す」から、「日本語使用が
この場面で適切で効果的だから日本語を使
う」という発想の転換が求められる。効果
的な日本語使用については、更なる研究が
必要である。
　課題として残ったのは、新学習指導要領
の目指す、「音声で十分に慣れ親しんだ表
現を、書き写す」活動である。児童の行動
観察から、原稿を書かなければ話せない姿
や、書くことにもっと取り組みたいといっ
た姿が見られた。「夏休みにどこにも行か
なかった」と話していた児童が、「書く」
段階になって「実は、○○へ行っていたん
だ」とつぶやき、行った場所や楽しんだこ
と、気持ち等を書き始めたのである。そし
てその原稿をもとに生き生きと話し始め
た。そのため、「書く」を急かさない指導
の意義と、書くための指導方法については
引き続き研究が求められる。
　コミュニケーションを図る資質・能力の
育成は短時間で図れるものではなく、自身
の思いや考えを伝える言語活動により、う
もって捉えていることが分かる。日本語訳
によって内容を理解させるのではなく、デ
モンストレーションの際に絵を示したり、
ジェスチャーを用いたり、問い返しや繰り
返しによって何度も表現に触れさせたりす
ることを通して、内容をつかみ取っていく
ことを学べたことが窺える。
　その一方で、特に言語面に関する疑問を
多く抱えていることもわかる。日本語訳を
したり、文章を板書したり、書いてからや
り取りをしたり、児童の文法的な誤りに気
付いたらすぐに教師が訂正したりする指導
のないことを疑問に思っている記述が多く
見られた。新学習指導要領の求める言語活
動を通した資質・能力の育成を目指す英語
の指導法について学ぶ必要性が高いことを
示している。関連して、学生自身の英語力
のなさを心配する記述も多く見られた。教
室英語の使用や、やり取りの際のつなぎや
リアクションができるかを心配している。
指導面においても、グループ・ワークやペ
ア・ワークがうまく運んでいない時の声掛
けや、個人差への対応、英語の苦手な児童
への声かけの仕方等が自分自身の課題とし
て挙げられている。いずれも「外国語活動
教育法」の授業の中で、実際に言語活動を
通した英語運用能力の向上と、模擬授業等
での指導力の両面から改善を促していかな
ければならないことが明らかとなった。
７．まとめ
　移行期の 6 年生での実践の成果と課題か
ら得た今後の授業づくりへの示唆として、
「本当の思いや考えを伝え合う」言語活動
の重要性が挙げられる。なぜなら、目的や
場面、状況に応じて、何を選び、どう伝え
るかといった思考、判断、表現の能力が問
われるからである。限定的であっても、そ
れまでに身に付けた語彙や表現から、何を
伝えるかを選び、伝えたいことと伝えきれ
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